







であった。その後、４週 5休、４週 6休、週休 2日と移行することとなった。 
【入社した当時のこと】 















CT 検査が主役となっているのだが、当時の CT 装置は画面にコマンドを入力してスキャンが開始され
る代物で操作も複雑であったため、限られたスタッフの呼び出し体制をとっていた。しかしいつまでも
呼び出し体制が続くわけはなく、ついに当直用に作成された操作マニュアルのもと当直者が操作する時













ロアー（地下 1 階）に配置されている。地下 2 階には高精度放射線治療センター、救急外来に隣接し
て救急放射線（CT、X-TV、X線装置）、ICUと CCU に隣接して心カテ装置 2台、消化器内科外来内




























































































ろうと思っていたが、ついに私の番が来た。ここで私の 40 年間を振り返ってみた。20 代から 40 代






























ルでは早くからオンライン投稿を取り入れている。私が初めて Eur Radiolに投稿した 2007年の時点
では、すでにオンライン投稿であった。論文を投稿して査読結果を待っている間、不安のような楽しみ
のような複雑な気持ちであったが、今にして思えば一番楽しい時期であった。 
 最後に皆様にお伝えしたいことは、自分なりの目標を持つことをお勧めする。それは研究に限ったこ
とではなく、各種専門技師などの専門資格を取得すること、コーチング・QC に取り組むこと、院内の
クラブ活動でもいいでしょう。赤十字病院の一員ならば、国際救護に貢献することもお勧めである（自
分は関わっていなかったが）。目標に向かって進んでいる人は、きっと輝いて見えるはずである。さら
に言えば、研究会や勉強会で院外の人々と交流をもつことである。例えば、血管撮影業務にしても、施
設によって業務形態は様々である。多施設との交流は、自施設における仕事の仕方を客観的に見つめ直
すきっかけになるであろう。皆様にもいずれ最後の年がやってくる、そのときに自分の生きてきた 40
年間を振り返って悔いを残さないようにしたい。 
 
①1981年頃の八事日赤 
南（八事方面）から北（本山方面）
を望む、右手前の古い建物の一群が
名古屋第二赤十字病院。画像上方の
白い建物の一群は名古屋大学、その
やや左下方は南山大学。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②現在の八事日赤 
北（本山方面）から南（八事方面）を望む、中央が名古屋第二赤十字病院。 
 
 
